
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 20,610 36,720 23,890 35,720

事業費

の内訳

令和3年度決算

【受入促進事業】
補助金　１５，１７０千円（８件（うち新規３件））
【地域生活支援事業】
補助金　８００千円（２件）

令和4年度予算

【受入促進事業】
補助金　２７，０００千円（１５件）
【地域生活支援事業】
補助金　８，０００千円（３件）※政策経費による予備費５００千円含む

人工 0.1 0.1 0.1 0.1

人件費 720 720 720 720

事業費 19,890 36,000 23,170 35,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

○札幌市重症心身障がい児者等受入促進事業実施要綱
○札幌市重症心身障がい児者等地域生活支援事業実施要綱

他都市の状況

仙台市にて重度重複障害者等に対する適切な支援を行うために必要な職員を配置した場合に補助金を交付する
「重度重複障害者等受入通所施設等運営費補助」を行っている。

実施結果

【受入促進事業】○補助件数：８事業所（うち新規３事業所）、看護職員配置人数：３９人（うち新規雇用２２人）、受
入人数：９７人（うち新規受入３６人）○看護職員の配置人数増加に伴い事業所の支援体制整備が進み、重症心身
障がい児者等の受入増加につながった。
【地域生活支援事業】○補助件数：２事業所、受入人数：１０人（うち新規１０人）○事業所の新規整備に伴う改修等
工事費用の補助を行うことにより、重症心身障がい児者等の受入数拡大が図られ、重症心身障がい児者等に対
するサービス提供基盤の整備が進められた。

事業実施における
工夫点

市内障害福祉サービス事業所に広く事業の周知を行い、新規補助の推進を図った。

対象者 市内障害福祉サービス等事業所 開始 平成24 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

令和元年度から4年度までの4年間で、補助事業所数28事業所、新規受入者数28人（生活介護8人、短期入所8
人、共同生活援助4人、障害児通所8人）を目標とし、重症心身障がい児者等の支援体制の整備を図る。

長期

重症心身障がい児者等が安心かつ充実した地域生活を営むために、日中活動場所（生活介護、児童発達支援、
共同生活援助、児童発達支援及び放課後等デイサービス事業所）における受入れ体制を整える。

取組内容

【受入促進事業】生活介護、短期入所、共同生活援助、児童発達支援・放課後等デイサービス事業所（以下「生活
介護事業所等」という）が重症心身障がい児者または医療的ケアを必要とする障がい児者（以下「重症心身障がい
児者等」という）を受入れるために看護師を配置する場合、その人件費の一部を補助する。
【地域生活支援事業】重症心身障がい児者等の日中活動及び保護者のレスパイトケア推進のため、新たに新規設
置又は受入増を図る生活介護事業所等に対し、医療機器等の備品購入費及び設備・施設改修費を補助する。
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施策名
地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 重症心身障がい児者等受入促進費

評価担当課
所属名 保）障がい保健　障がい福祉課

課長名 渡邊　亘 担当者名 山口　雄太郎 電話番号
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
新規受入人数が目標である６名（受入促進事業４名、地域生活支援事業２名）を大幅に超えることができた
ため

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

現状の事業内容を継続する。

予算
適正に予算を執行し、引き続き基盤整備を進める。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

特になし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

年度によっては、予算限度額までの補助申請がないため、当補助金制度の周知の内容・方法、更なる受入
の促進やサービス提供基盤の整備促進を図ることを検討する。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

【受入促進事業】〇重症心身障がい児者等の支援体制を強化するためには、看護職員の配置は
必要不可欠であり、看護職員の配置費用の一部を補助する事業手法は適切である。
【地域生活支援事業】〇生活介護・短期入所事業所等に対して重症心身障がい児者等を受け入
れるための備品購入及び設備改修費用の一部に対して補助を行うことにより、事業所の費用負
担を軽減することができ、受入の促進につながっていることから、実施手法は適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

【受入促進事業】〇事業所の支援体制の強化による受入人数の増加につながり、補助対象者の
ニーズに応じたものとなっている。
【地域生活支援事業】〇重症心身障がい児者等の受入拡大につながっており、補助対象者の
ニーズに応えたものとなっている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

【受入促進事業】○補助件数：８事業所（うち新規３事業所）、看護職員配置人数：３９人（うち新規
雇用２２人）、受入人数：９７人（うち新規受入３６人）○新規受入人数について、目標である４名を
超えることができた。
【地域生活支援事業】○補助件数：２事業所、受入人数：１０人（うち新規１０人）
○新規受入人数について、目標である２名を超えることができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

【受入促進事業】○令和３年度の新規補助は３件（４枠）であったが、令和４年度には予算額を超
える件数の申請（相談含む）があり、予算規模としては適正と思われるため、今後も同様の規模で
補助を実施する。
【地域生活支援事業】○令和３年度の補助件数は２件であり、予算限度額まで執行していることか
ら、今後も同様の規模で補助を実施する。

項目 判定 理由

257 297 303

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 重症心身障がい児者等の受入増の人数（累計）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

251

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


